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次代への扉を開く
開催日：2026年6月17日（水）
開催場所：東京・神田明神ホール

2025年度も全国各地で当協会の活動にご尽力いただきました会員の皆様に感謝申し上げます。 特に事業を遂行していただきまし
た、地区長、支部長、部会長、委員長には、多大な時間と労力を傾けていただいております。 皆様のご尽力があってこそ、協会事業が
成り立っております。  感謝申し上げます。
さて、時代は変わってしまいました。 何も手を打たなければ、お墓は建ててもらえない時代となりました。 石産協が頑張って、もう
一度お墓がたくさん建つ時代を作れればいいのですが、時代の流れを変えることは容易ではありません。 私たちはいつでも与えら
れた条件で手を打つしかありません。 売上は厳しい、現場は忙しい、そして利益は出にくい。 加えて、人手不足は深刻化している。 
これが私たちに与えられた条件です。
この条件の中で、売上を維持し、適度な仕事量で、人材が確保でき、利益を出すためには何が必要でしょうか。 答えは、労働生産性
の向上です。 平たく言えば「値上げ」です。 値上げには勇気が要ります。 しかし、安売りは身を削るだけで、結局は誰も幸せにしませ
ん。 私たちの仕事は、私たち自身が思っている以上に価値があります。 設計から加工、施工、近隣への配慮、完成後の責任まで――を、
形あるものをつくるだけでなく、長い年月の安心まで背負っています。 だからこそ、その価値に見合う価格で、堂々と仕事をしてい
きましょう。 価格が上がれば未来は変えられます。 賃上げの原資が生まれ、若い人に「ここで働きたい」と思ってもらえる入口がで
きます。 金銭面だけでなく、仕事のやりがい、技術の面白さ、将来性を示せる業界であるために、教育に時間をかけ、設備に投資し、
働き方も整える。 その土台が適正な対価です。 総会のあとの基調講演を楽しみにしております。
さて事務局では昨年９月に髙木さんが入社し、徐々に委員会や部会の担当として長島さんとともに勤務しています。 星野さん、中
村さんはその補佐となり体制が少しずつ変わっております。 今後とも事務局運営にご協力をお願いいたします。　
さあ総会が始まりました。 第1号議案は2025年度の事業報告と決算報告、第2号議案は理事の選任に関する件、第3号議案が2026
年度の事業計画と予算です。 どの案件につきましても、しっかりとご説明させていただくつもりでおります。 本日は神田明神での
総会です。 この厳しい時代の入口で、東京のド真ん中を見守ってきた神様にあやかりましょう。

①消費者の「駆け込み寺」としての信頼を確立する 
②「石」の価値を発信し、業界を活性化する 
③魅力ある業界を目指し、未来を担う人材を育成する

会長所信
※会長所信の全文は、
　総会資料P.57～P58
　をご覧ください。

◎第 1 号議案 ： 2025年度事業報告に関する件
◎第 2 号議案 ： 理事の選任（案）に関する件
◎第 3 号議案 ： 2026年度事業計画（案）に関する件

第1号議案は全会一致、第2号議案、第3号議案は賛成多数で原案どおり可決され、これにより
森田会長の4期目が正式にスタートしました。 事前議決書で第2号議案、第3号議案に白票が
ありそれぞれご意見もありました。 いずれも協会活動を考えてのことであり、今後の活動に反
映していきたいと思います。 また、総会閉会後の理事会において、理事の互選により、会長、副
会長、専務理事が承認されました。 森田会長のもと、今期もさまざま活動していきましょう！

■各議案の投票数（議決行使書含む）

賛成 全会一致 賛成多数 賛成多数

第3号第1号 第2号

反対 0 0 0

白票 0 2 1

無効 0 0 0

■参加人数 ■議決書・委任状
　（会員数1,024名/定足数512名以上）

基調講演

総会 出席 153 33 207--- 17 4
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祝賀会

会員 会員従業員 合計非会員 来賓 事務局

現地 145 30 192--- 13 4

リモート 16 0 204 --- ---

参加 127 22 164--- 14 4

①出席者 453

②欠席 委任状・議決書 153

③合計（①＋②） 606

神田明神ホールで開催した総会には、総勢207名が出席 総会の冒頭で挨拶する森田会長 議長の大川副会長 来賓を代表して挨拶する
（一社）全国優良石材店の会会長 吉田 岳様
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第17回 定時総会 in東京 開催報告

「伝統」を「持続可能な産業」に
再設計する
価値創造委員会企画による特別講演会が実現しました！講師にお招きしたの
は、文化財修復の第一線で日本の伝統技術を守り続けるとともに、独自の経済
分析から中小企業の生産性向上を提唱しているデービッド・アトキンソン氏
です。 講演では、日本社会が直面する人口動態の変化と、それが産業や企業
経営に与える影響について、多くのデータを交えながら解説が行われました。
内容は決して楽観的なものではありません。 しかし、アトキンソン氏のユーモ
アを交えた語り口に会場から笑いが起こる場面もあり、参加者は終始真剣な
表情で耳を傾けていました。
講演終了後の祝賀会でも、講演内容や感想が各所で話題となっており、多く
の参加者の印象に残る講演であったことがうかがえました。

講師：デービッド・アトキンソン氏

誰もが引き込まれた90分間

講演後のアンケートでは、「人口動態の変化について改めて危機感を持った」「数字に基
づく説明が分かりやすかった」「石材業界の将来を考える上で参考になった」といった声
が多く寄せられました。 また、「人口減少を前提に考える必要性を再認識した」「現状を
見直すきっかけになった」「やるべきことの再確認になった」など、自社の経営や今後の方
向性について考える機会になったという感想も目立ちました。 数字や
データを通じて現実を見つめ直し、将来への備えについて考える。 今回
の講演は、そのような気づきを得る場となったようです。

受講者アンケートにみる『気づき』
委員会の役割は、正解を一方的に示すことではありません。 
今回の講演のように、業界が直面する課題について考える
きっかけを提供し、会員のみなさまが将来を見据えるための
共通基盤をつくることにあります。 人口減少や担い手不足
など、石材業界を取り巻く環境は今後も大きく変化してい
くことが予想されます。 委員会では今後も、客観的なデータ
や多様な視点を共有しながら、業界全体の足元を照らす
「未来への応援団」として活動を続けてまいります。 今回の
講演が、それぞれの立場で未来を考える一つのきっかけと
なれば幸いです。 

価値創造委員会が目指すもの

～生産性の視点から問う、業界の進むべき道～

紙面では語り尽くせないので、石産協HPでもご紹介しています。 ぜひご覧ください。
［当日参加者限定で期間限定のアーカイブ配信中。 7月31日（金）まで］

基調講演・価値創造セミナー［価値創造委員会 委員長 佐藤 周一郎］

受講者
アンケート
募集中



「伝統」を「持続可能な産業」に
再設計する

2025年度、特に尽力のあった加工部会（写真：左）、お墓未来プロジェクト（写真：右）に会長表彰がありました。 
事業を推進したメンバーのみなさまおめでとうございます。

今回の定時総会は、あえてエクスカー
ションを行わず、総会・基調講演・祝賀会
のみの内容にいたしました。 定時総会で
は、2025年度の事業内容、2026年度の
事業計画をスクリーン上に表示し、内容
が分かりやすくなるよう心がけました。 
限られた時間の中で、現在の石産協の活
動を実感していただける総会になったか
と思います。 参加していただいたみなさ
ま、当日運営にご助力いただきました南
関東地区のみなさまに改めて御礼申し上
げます。

総会後に行われた理事会の中で、来
年度の総会日程・場所が審議可決さ
れました。 福岡でお会いしましょう！

シンプル、かつ
中身の濃い定時総会に

2027年度 第18回定時総会
日程・場所が決定!

表彰式

同会場にてビュッフェ形式の祝賀会が行われました。
久しぶりの再会に話も尽きぬ様子。 大変盛り上がっていました。
料理・サービス提供：㈱サガボウ

祝賀会

2027年6月16日（水）
福岡市博多区 グランドハイアット福岡

第17回定時総会担当副会長 二上昌弘

福岡県支部のみなさま



本年は、昨年のポスターの続編となるデザインをご用意しており
ます。 ポスター内では、前回登場した人物が年月を経て成長した姿
で再登場しており、昨年から続くストーリー性を感じていただけ
る内容となっています。 そしてこれは3部作として続いていきま
す。 昨年のポスターを現在も掲示いただいている場合は、今回のポ
スターと並べて掲示していただくことで、より一層その世界観を
お楽しみいただけます。 もちろん、今回のポスター単体でもご活用
いただけます。 また、昨年のデザインを覚えてくださっている方へ
お渡しいただく際には、そうした変化や成長を話題に
していただけるポスターとなっております。 申込み受
付中です。 ぜひ1枚でも多くのポスターを掲示いただ
き、お墓参りの啓発と石産協の認知度向上につなげて
いただけますよう、ご協力ください。（申込み書同封）

「秋分の日はお墓参りの日」
2026年度版ポスター配布中！！

現在、メディア対策委員会では、石材の魅力や協会の取り組みを広く発信するため、
石産協Instagram公式アカウントの開設準備を進めております。 石材業界の今を伝
える情報発信の場として、多くの方に業界の魅力を知っていただけるアカウントを目
指してまいります。 開設後はぜひフォローをしていただき、投稿のシェアや情報提供
など、盛り上げ、みんなで協力して石産協の知名度を上げていきましょう。 そして引き
続き、Youtube、Xもいいね、フォローをお願いいたします。

Instagram始まります

今年も9月10日（木）～11日（金）の2日間、第12回エンディング産業
展が開催されます。 石産協では初日にセミナーを企画しました。
人口減少や価値観の変化が進む中、石材業界にも新たな挑戦が
求められています。 パネルディスカッションでは、新規事業に取り
組む若手経営者3名が登壇し、挑戦を決意した背景や現在進行形の
取り組み、直面している課題、そして将来の展望について語りま
す。 石材店の新たな可能性やこれからの経営のヒント
を探るとともに、業界の枠を超えた発想と挑戦のリア
ルをお届けします。 ぜひご参加ください。
（来場には事前登録が必要です。 エンディング産業展
ホームページをご覧ください）

今年も出ます！
第12回エンディング産業展
日時：2026年9月10日（木）12：00～13：00 場所：有明GYM-EX

(一社)日本石材産業協会／お墓
ディレクター委員会委員長／埼玉
県支部／原産業(株) 代表取締役

石産協公式SNS

メディア対策委員会からのお知らせ

Web
申し込みは
こちら⬇

「石材店×新規事業＝∞（無限大）
  若手経営者3名による新しい切り口の経営スタイル」

セミナー + パネルディスカッション

原 真 氏
［パネリスト］

エンディング
産業展HP⬇

JC石材部会 直前部会長／(株)横
田石材 取締役専務

横田 将吾 氏
［パネリスト］

(一社)日本石材産業協会／北海道
支部／(有)鈴木石材工業 

佐々木 亨暢 氏
［パネリスト］

(一社)日本石材産業協会／愛知県
支部／（株）日本石材工業新聞社 
代表取締役社長 

山口 康二 氏
［コーディネーター］

［メディア対策委員長 柄澤純一郎］



2026年6月16日（火） ワイム神田Room7A 参加者：49名
第1回 全国支部長連絡会議

①ご年齢 ②ご自身の名前の由来 ③支部の活動内容（活動予定）④森田会長の所信にある「業界を元気にする」「学べる地区支部を広げる」を実現するため、支部としての意気込みを一言

全国47都道府県に支部があり、すべての会員が支部に所属し、横のつながりを良い形で実現してい
ます。 この「場」は支部会員間の交流だけではなく、学びや研鑽の場として価値のあるものになってい
ます。 情報の共有はもちろんですが、災害協定やボランティア活動など個人ではできない地域団体と
のつながり方についても学んでいます。 支部の代表として、日々活動している支部長を順番にご紹
介してまいります。 （順不同）

47都道府県
支部長紹介

大北和彦
おおきたかずひこ

兵庫県支部長

①60歳
②「和」は日本、「彦」は男子。 日本の男子という意味です。 日本人
らしい名前で、気にいってます。 （両親から聞いた話ではないで
すが。。。）

　 当支部では、事業継承や情報共有を目的とした研修会の開催を
予定しています。 また、石材業として地域に貢献できるよう、防
災への取り組みにも力を入れています。

③徐々に減っている支部会員増加のために活動したいです。 兵庫
県在住の石材店さん、ぜひ一緒にやりましょう。

④森田会長のおひざ元、兵庫県支部として、どこの支部よりも元
気な兵庫県支部を目指したいと思います。

齋藤久美子
さいとうくみこ

宮城県支部長

①56歳
②父が文子（ふみこ）か久美子かと迷って決めたと聞いてます。
③昨年は、東北地区合同で「全国お墓なんでも相談室」を行いまし
たが、今後の在り方など充実させた相談室になるよう今年度は
試行錯誤中です。 地域の実情を熟知した会員を講師に迎えて
提案力を磨く機会になればと研修会を企画しています。 支部
役員会も年3回～4回と予定し、活性化してまいります。

④学ぶ機会が増え、支部会員へ広く共有するとともに会員同士の
情報交換を活発化させることでお互いが刺激し合いながら元
気になれる環境づくりを目指したいと思います。

全国一斉開催！全国お墓なんでも相談室

愛媛県支部①今治

山野 浩
やまのひろし

福岡県支部長

①57歳
②祖父の戦友から付けてもらったと聞いたことがあります。 由来
はよく分かりません。

③来年、福岡で開催される定時総会の成功に向けて支部で取り組
んでいきます。 災害協定もまず1件締結できるように動きたい
と思っております。

④石産協を通じて支部のメンバーとの交流を深め、知識や意識の
向上を図る。 またできれば会員の拡大も行いたい。

足立和昭
あだちかずあき

島根県支部長

①48歳
②昭和生まれなので、「和昭」と父は昔言っておりました。
③・災害協定の締結 ・会員の視察研修事業
④支部の活動で親睦をはかり、また、本部事業への参加奨励を
通じて、会員同士が切磋琢磨しながらも、知恵や力を合わせて、
どうしたら業界を元気にできるかを熱く語りあう支部活動に
していきたいと思っています。 来るだけ多くの方に伝えていき
ます。

2026年度の支部長と、2025年度までの支部長が同席し、大変盛り上がった会議となりま
した。 初参加の方の自己紹介では新しい風が吹き、さわやかなスタートを切れる予感です。
今年度から担当が「地区支部活性化委員会」となり、地区長が中心になって会議を運営して
いくため、より地区支部に近寄った内容にしていきます。 そして、次回から地区長の力を
借りて地区開催を計画してます。 今年度は経済産業省の後援で開催予定の「お墓なんでも
相談室全国一斉開催」に16支部+1地区が名乗りを挙げています。（右記参照）
さらに支部事業のひとつとして、災害協定締結が進んでいますが、締結後に行政主催で開
催される防災訓練への出展に対するルール化も当委員会で担当します。 支部活性化＝会員
拡大につながるきっかけを目指して、元気に楽しく活動して行きます！10月は横浜で行い
ます！

後援（申請中）：経済産業省、産経新聞社、（一財）日本消費者協会
支部活動のひとつとして参加しやすくなるように、昨年度までの
ルールを見直し、わかりやすくしました。 成功に向け、支部内で話し
合いを重ねています。 消費者の声をダイレクトに聞くことのできる
機会は結果的に我々の仕事に返ってきます。 大きなメリットになる
こと間違いありません。

8月30日（日） 岡山県支部 10月9日（金）～10日（土）

支部 開催予定日 支部 開催予定日

新潟県支部 9月5日（土） 埼玉県支部 10月24日（土）～25日（日）

愛媛県支部②西条 9月13日（日） 静岡県支部 10月31日（金）～11月1日（日）

長野県支部 9月20日（日） 茨城県支部 11月1日（日）～3日（火・祝）

愛知県支部 9月21日（月・祝） 愛媛県支部③松山 11月3日（火・祝）

青森県支部 9月23日（水・祝） 兵庫県支部 11月8日（日）

香川県支部 9月25日（金） 富山県支部 2027年2月13日（土）～14日（日）

九州地区合同 9月26日（土） 北海道支部 2027年3月頃

神奈川県支部 10月3日（土）～4日（日） 福島県支部 日程検討中

千葉県支部 10月5日（月）

地区支部活性化委員会 ［地区支部活性化委員長 竹内哲也］



当日は江戸城石垣を見学し、石種や築城技術、石工たちの高度な技術について学びを深めました。 その後は
平将門の首塚を訪れ、講習会場では江戸城の動画視聴やグループワークを通じて、1級検定の勉強法などを
共有し、有意義な時間となりました。 参加者からは、「音やマイナスイオンを浴びる、という言い方はよくされ
ますが、私たち石屋にとって“石を浴びる”という日常・非日常は心の満足につながるものだと実感しまし
た。」という印象的な感想も寄せられました。 石に携わる私たちだからこそ共感できる、学びと発見に満ちた
研修会となりました。 そして研修会の最後には、参加者のほとんどの方が「1級を受検します！」と力強く宣
言。 学び続ける仲間の熱意に、委員一同大きな刺激をいただきました。 ご参加の皆さま、誠にありがとうご
ざいました。 今回の研修が、石垣技術へ
の理解を深め、石材業に携わる仲間との
学びと交流の機会となれば幸いです。 今
後もお墓ディレクターの学びと交流の場
づくりに取り組んでまいります。 
[お墓ディレクター委員会 鈴木美知代]

東京都千代田区神田多町2-9 日計ビル2階
Tel:03-3251-7671 Fax:03-3251-7681
https://www.japan-stone.org/
企画・編集・発行：メディア対策委員会

▶  8月29日（土）～9月12日（土）

むれ源平石あかりロード2026

事業案内 2026年7月～9月

▶ 7月27日（月）・東京（神田）

価値創造委員会

第2回理事会
▶ 8月5日（水）・東京（神田）

▶ 8月6日（木）・東京（神田）+Zoom

輸入卸商委員会

▶ 9月10日（火）・東京（神田）

価値創造委員会

▶ 7月16日（木）・東京（神田）

第3回正副会長会議

▶ 7月6日（月）・宮城県仙台市

価値創造委員会

ホームページにカレンダーが掲載されています。
日程の変更は随時お知らせします。

第12回 エンディング産業展

▶ 9月10日（木）・11日（金）
有明GYM-EX

協賛のイベント

「亀屋平店」
福島県いわき市平南町14-２ ホ
テル東洋1F／営業時間：11：30

～14：00 17：30～22：00（予約のみ）／電
話：0246-21-0272／不定休／料金目安：
昼2,500円～・夜4,000円～ いわき駅前
から徒歩8分の好立地。 お昼は季節の松
花堂弁当、夜は要予
約のおまかせコー
ス。 前菜・お造り・
椀物・天ぷらなど味
も量も大満足。 福
島県の日本酒を中
心に焼酎やワイン
も種類豊富です。

表 紙
写 真の

夕暮れから21時30分ごろまで毎日開催

お 墓 デ ィ レ ク タ ー N E W S

初開催！お墓ディレクター
2級取得者研修会 in 江戸城

加工部会

「自然災害伝承碑」の捜索を
みなさまにお願いします。 全
国各地に点在する伝承碑は
過去の災害を未来へと伝え
ていくものです。 起こりう
る災害に備えるため伝承碑
の捜索は防災につながり「いのちを守る」ことにもなりま
す。 国土地理院ホームページに掲載されていない伝承碑を
探して行政窓口へ申請する。 災害協定締結と合わせて話を
深めていただきたく、パンフレットを製作しました。 ぜひ
ご活用ください。（パンフレット同封）
［災害対策特別委員長 齋藤繁樹］

【事務局より】　第17回定時総会では、遠方
からもたくさんの方にご参加いただきあり
がとうございました。 特に南関東地区のみ
なさまに朝早くから設営のご協力をいただ
きました。 事務局だけでは行き届かないと
ころに目を配り、機転を利かせお手伝いい
ただきましたこと、大変感謝しております。 
［事務局一同］

災害協定締結

江戸時代の石工を代表する高遠石工の名工、守屋貞治の
作品を視察し、日本の石工技術と石造文化について学び
ます。 守屋貞治は、高遠石工の中でも「稀代の名工」と称
され、生涯に336体を超える石仏を制作した石仏師です。 
その作品は長野県をはじめ全国各地に残されており、繊細
で優美な表情や流れるような衣の彫刻は、現代の石工にも
大きな感動を与えています。 ぜひこの機会に審美眼を
養う研修会にご参加ください。 （案内同封）
［加工部会長 北島敏行］

第18回  見て学ぶ
石材加工講習会のお知らせ
2026年10月18日（日）～19日（月）
長野県伊那市高遠町

地区全体会議のご案内

1日目：講演会「お寺から見た墓石業界の展望」
         講師：楠恭信氏（曹洞宗長照寺住職）／地区全体会議
2日目：会津の歴史と文化を巡るエクスカーション
東北が誇る会津東山温泉のお湯を楽しみ、歴史ある街並み
と受け継がれてきた想いの会津にぜひお集まりください。
＊紅葉が始まる季節、格安でのお部屋を準備してますが、早
めの締め切りのため、すでにメールでご案内しています。
［東北地区長 志賀巧基］

東北地区全体会議 in 福島
2026年10月29日（木）～30日（金）
会津東山温泉「御宿東鳳」

今年も全国建築石材工業会主催の「建築石材アドバイザー
試験」が10月3日（土）に開催されます。 業務提携のため、石
産協会員も受験可能です。 建築石材について改めて学びな
おすきっかけにもなり、従業員の知識向上、建築石材工事
を視野に業務拡大をご検討の方など、ぜひこの機会にお申
し込みください。 （受験詳細同封）

2026年10月3日（土）

全国建築石材工業会主催
「建築石材アドバイザー試験」開催

墓石部会

『墓石工事契約等ガイドライン』を理解していただくための
動画を制作しています。 このガイドラインの価値を高めてい
くためにはより多くの業者に登録いただき、石産協としての
足元を固める必要があります。 ガイドラインに登録いただく
ことで会員みなさまの営業活動を後押しする強力なツール
となり得ます。 内容をご
確認いただき、この機会
にご登録をお願いします。
（詳細同封）
［墓石部会長 加藤康弘］
＊石産協ホームページでは
　登録店が表示されます。

ガイドライン登録キャンペーン実施②

地元やお取引先の石材店をご紹介ください。 
全国組織のネットワークを通じ、石材業界を盛り上げていきましょう。新入会員紹介 会員数：1,026名（2026.6.17現在）

会員代表 ： 渡邊芳夫
業　　種 ： 加工、墓石

（株）渡辺石材彫刻
埼玉県

会員代表 ： 大西克幸
業　　種 ： 墓石

（株）彩プロダクツ
埼玉県

会員代表 ： 西山賢人
業種 ： 墓石、建築、輸入、関連

㈲西山石芸
岡山県

会員代表 ： 金子愛優
業　　種 ： 加工、墓石

金子石材滝戸
静岡県

会員代表 ： 古川和浩
業　　種 ： 加工、墓石

㈱馬場石材店
福岡県

会員代表 ： 佐藤文昭
業　　種 ： 加工、墓石

㈲佐藤石材店
福岡県

〈お詫び〉 総会資料に誤りがございました。 
ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び
申し上げます。 正しい資料を同封いたしま
すので、お手数ですが差し替えをお願い申
し上げます。 今後は再発防止に努めてまい
ります。 （詳細は別紙をご確認ください）
→P36、P37、P39、P71、P75

本研修会は、資格取得後のさらなる知識向上
と、1級資格へのステップアップを目指す方 を々
対象に企画したものです。 

丙

2026年6月4日

乙甲締結日

茨城県
笠間市

茨城県
支部

（一社）日本石材
産業協会

講演会：「少水の魚に楽しみあり」岩淺宏観 氏（温泉寺住職）
講演会では地元住職より、お寺と石材店との今後の関わり
方や、地元との共生を図り新しいお寺の存在意義を行動に
より実践されているお話を伺います。 また、名湯「下呂温
泉」にゆっくり浸かり日頃の疲れを癒してほしいと、入浴
時間を設けています。 下呂温泉では大変有名な旅館です
が、特別価格でご宿泊いただけます。 みなさまのご参加を
お待ちしています。（案内同封）
［北陸・東海地区長 吉田秀徳／岐阜県支部長 砂原吉浩］

北陸・東海地区全体会議 in 岐阜
2026年10月8日（木）
下呂温泉「水明館」

お申し込みは
こちらから→

笠間市との災害協定締結

2026年6月2日（火） 参加者：2級取得者13名／1級取得者8名 計21名

■
今
年
度
の
予
定
■「お墓入門」読書会：毎月第3水曜日（19：00～）継続開催
■お墓ゼミ・お墓じまいセミナー説明会：随時開催

11月17日(火) 第22回お墓ディレクター検定試験
9月初旬 第22回お墓ディレクター検定申込受付開始

1月中旬 資格更新手続き開始（認定番号06･11･16･21で始まる方対象）
3月予定 1級取得者研修会

登録方法は
石産協ホームページを
ご確認ください→
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